
熱中症について救急隊員に聞いてみよう
　毎年、夏の時期に熱中症患者を目の当たりにしている救急隊員に、救急救命士の視点から、熱
中症の症状が発生した場合の心構えなどについて伺いました。

Ｑ　どんな時に熱中症の救急搬送が多いですか？
Ａ　暑さに体が慣れていない季節の変わり目に急
に気温が上昇した時や、体感的に熱いと感じる時
は、年齢や屋外を問わず要請が増えます(表参照)。
　高齢者は、暑さを感じにくく窓を閉め切って
いたり、汗をかきにくい、のどが渇きにくく水
分補給が少ない、エアコンを使いたがらないと
いったことがあり、倒れていたり、ぐったりし
ている様子に気づいた周りの人が要請するケー
スが多いです。

Ｑ　熱中症を発生した場合、救急隊が来るまで
の間にできることはありますか？
A １　傷病者を日陰やクーラーが効いた部屋な
ど涼しいところへ移動する。窓を閉め切って高
温となった部屋は、窓を開け換気する。
A 2　水で濡らしたタオル、保冷剤、うちわな
どで体温を下げる。
A ３　傷病者自身が意識があり、水分を欲し、
飲める状態であれば、電解質を含んだスポーツ
ドリンクなどを飲ませる。
A ４　意識が無い場合は窒息する危険があるた
め、無理に飲ませてはいけない。
　ただし熱中症になった子どもを、心配した
周りの大人が冷やしすぎて、救急隊が現場到
着した時には唇が紫になっていた例もありま
した。

表　熱中症の症状による救急搬送件数
年度 件数 管轄別内訳件数
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２年度 13
八幡平 5
松尾 5
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Ｑ　市民の皆さんに伝えたいことを教えて下さい
Ａ　これからの時期は、こまめに水分補給をし
ましょう。マスクも人との接触がない場合には、
こまめな着脱が必要です。

Ｑ　コロナ禍でこれまでの夏と違う点は？
Ａ　マスクをしていると体温調整が難しくな
り、熱中症のリスクが高まります。
　また救急車内では、傷病者及び同乗者は
100％マスクを着用していただき、感染防止に
努めています。救急隊員もゴーグル、マスク、
感染防止衣を着用しており、熱中症にならない
よう車内は冷房をつけるとともに、こまめに水
分補給や休息を取るようにしています。

市
と
大
塚
製
薬
㈱
は
５
月
19

日
、
健
康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
、
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

同
社
は
製
品
の
研
究
開
発

や
健
康
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
の
知
見
を
生
か
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
や

熱
中
症
対
策
な
ど
の
活
動
を

し
て
お
り
、
市
は
今
回
の
協
定

に
よ
り
同
社
の
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
し
て
い
き
ま
す
。

同
社
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
シ
ュ
ー

テ
ィ
カ
ル
ズ
事
業
部
迫
上
仙
台

支
店
長
は「
当
社
は
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
関
連
し
た
多
角
的
な
取
り

組
み
を
し
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
貢
献
で
き
る
取
り
組
み

を
、共
に
進
め
て
い
き
た
い
」と

意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

大塚製薬㈱と包括連携協定を締結

大塚製薬（株）ニュートラシュー
ティカルズ事業部迫上仙台支店長

（左）と佐々木孝弘市長
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表　暑さ指数と注意事項

31以上
危険

高齢者においては安静状態でも発
生する危険性が高く、外出はなるべ
く避け、涼しい屋内に移動する

28~31
厳重警戒

外出時は炎天下を避け、室内では
室温の上昇に注意する

25~28
警戒

運動や激しい作業をする際は定
期的に十分な休息をとる

25 未満
注意

激しい運動や重労働時には発生
する危険性がある
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こまめな休憩を取って行われた「こどもか

けっこ教室」
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